　　　　　　　年　　　組　　　　番　名前

教材２ ―（１）　　漢字の書き
○　三年生で習った漢字の書きをふく習しましょう。

　　次の文の中の　　　　を引いたひらがなを漢字で書きましょう。
　
　　
1 とうじょうじんぶつをひょうにする。
  　　　　　 
2 ケーキを売るしょうばいをします。
　　
3 はっぱとみをつかって、かめんを作ります。
　　　
4 せかいじゅうののうかのようすをあらわします。
　　　   
5 かんじのいみをしらべるのは、楽しいよしゅうですね。
　 
6 つぎのもんだいをときましょう。
　
7 かぞくで、あたたかいあまざけをのみました。　
　 　　　　
8 ゆうびんきょくは、歩いて六十びょうのところにあります。

　　　　　　　年　　　組　　　　番　名前

教材２―（２）　　漢字の書き
○　三年生で習った漢字の書きをふく習しましょう。
　　次の文の中の　　　　を引いたひらがなを漢字で書きましょう。
　

　　　　　　

①しゃしんを見て、むかしのことをふりかえる。　
  　
②ちゅうおう五ちょうめのとしょかんにおれいを言う。
　 
③みじかいはつおん。　　　　
　　
④ばしょはきしの近くです。
　　　　
⑤ようふくをきる。　　　
　
⑥じゆうなうごきでうんどうする。　
　
⑦こおりをゆかにおとす。
　
⑧てつのゆうめいなはし。

　　　　　　　年　　　組　　　　番　名前

教材２―（３）　　漢字の書き
○　三年生で習った漢字の書きをふく習しましょう。
　　次の文の中の　　　　を引いたひらがなを漢字で書きましょう。
　

　か な がわ　　　     　
①神奈川  けんの地図から、きごうをぜんぶ書き出す。
②にゅうがくしきがはじまる。
　
③ぶんしょうの中のしゅごをあつめました。
　　　　　
④やどはぎんこうのよこにきめました。　　　
　
⑤きょくせんをえがいて、ながれるようにきもちよくおよぐ。　　
　
⑥しんぱいごとのそうだんにのる。
　　　 
⑦りょうてをひらく。 
　
⑧あいてのしごとがおわったので、いそいでようぐをしまう。
　　　　　　　年　　　組　　　　番　名前

教材２―（４）　　漢字の書き
○　三年生で習った漢字の書きをふく習しましょう。
　　次の文の中の　　　　を引いたひらがなを漢字で書きましょう。
　 
　　　　
①ほ先にちゅういして、もうひつのれんしゅうをする。
  　　
②じゅうしょは、とうきょうと　みなとくです。
　  
③じどうのさくひんてんをかいしします。
　
④ゆでんとあぶらのかんけいをしらべる。
　　  
⑤びわこのみどりいろをしにする。
　
⑥やねにのぼるのは、きけんだとじょげんしました。
　　
⑦はんたいのりゆうを、ぜんいんに聞く。　
　
⑧きゅうこうれっしゃが、しゅうてんにとうちゃくしました。 
　　　　　　　年　　　組　　　　番　名前

教材２―（５）　　漢字の書き
○　三年生で習った漢字の書きをふく習しましょう。
　　次の文の中の　　　　を引いたひらがなを漢字で書きましょう。
　
①おきゃくさんが、やすいだいこんを買いました。
　　　
②しゅくだいは、文のあんきとかんそうを書くこと。　
   　　　　　　　　　　
③「きゅうしゅう行きのバスにのった。」とのへんじが来たよ。　　　　
  　　　　
④かるいにもつをもってじょうしゃした。
　　　　　
⑤くばるかかりは、わたしです。
　
⑥まなつのあつさで、てっぱんがまがる。
　
⑦にわのでんちゅうがなくなった。
　　　　　　
⑧わたしは、きょねんのすいえい大会のだいひょうでした。　　
　　　　　　　年　　　組　　　　番　名前

教材２ ―（６）　　漢字の書き
○　三年生で習った漢字の書きをふく習しましょう。
　　次の文の中の　　　　を引いたひらがなを漢字で書きましょう。
　
①むかし、くらいじだいもありました。

　　　
②だいずは、まめです。
　　　
③山田くんが、としょがかりをたすけていました。
　

　　
④みの回りのしなものを、しゃしんにうつす。
　
⑤はたけで、しょくぶつをそだてます。
　
　　
⑥いのちをだいいちに考える。
　　　
⑦うつくしいたいようをおいかける。　　　
　
⑧おくじょうへは、二かいからかいだんで上る。　　　
　　　　　　　年　　　組　　　　番　名前

教材２ ―（７）　　漢字の書き
○　三年生で習った漢字の書きをふく習しましょう。
　　次の文の中の　　　　を引いたひらがなを漢字で書きましょう。

。
　　　　 　　　
　　　　
①まち合わせの時間をまもる。
　　
②じてんしゃをうんてんする。
　　　
③たなに、さらをかえす。
　
④じいんは、みや大工がたてます。　　　　
　
⑤ころんでも、すぐおきる。
　
⑥ふえをふいて、ひつじをあつめる。
　　
⑦はこの中のせきたんをひろう。　
　
⑧こうふくな人生をおくる。
　　　　　　　年　　　組　　　　番　名前

教材２ ―（８）　　漢字の書き
○　三年生で習った漢字の書きをふく習しましょう。
　　次の文の中の　　　　を引いたひらがなを漢字で書きましょう。
　　　　　　　   　　
①このえきは、しょうわのはじめにできました。
　
②がっきゅういいんを、すすんで引きうける。
　
③びょうきの時は、しょうかの良いものを食べよう。
　
④はなとはを、おいしゃさんにみてもらう。
⑤りょこうで、はたけさぎょうをしたよ。
  　
⑥さむいので、ふくをかさねてきました。
　    
⑦いつもせいりされている。
⑧せいめいの大切さをとり上げる。
　　　　　　　年　　　組　　　　番　名前

教材２ ―（９）　　漢字の書き
○　三年生で習った漢字の書きをふく習しましょう。
　　次の文の中の　　　　を引いたひらがなを漢字で書きましょう。
　　　　
①あの人は、まったく知らないたにんです。
　　　　　　　　　　　
②かていで、じゃがいものかわをむく。　　　
　　
③ゆうぐであそぶ。
　 
④このきゅうでんは、ためいきが出るほどうつくしい。　
　　　　　
⑤しあいのかちまけをあじわう。　　　
　　　　　　
⑥ほうそうばんぐみのちょうさをする。　
　　　　　　
⑦モンシロチョウのけんきゅうをしました。　　　
　　　　　　　
⑧山のかみさまのおまつりがありました。　　
　　　　　　　年　　　組　　　　番　名前

教材２ ―（  ）　　漢字の書き
○　三年生で習った漢字の書きをふく習しましょう。
　　次の文の中の　　　　を引いたひらがなを漢字で書きましょう。
　　
　　
①車をしゃこに入れる。
　
②ちは、体中にあんていしてえいようをはこびます。
　

③はしら時計のちょうしがわるい。
　
④はっぱがお金にばけるお話。
⑤くるしいやまいにかつ。
　
⑥べんきょうしたことが、やくに立ちました。

  　　
⑦にっきちょうには、字をととのえて書いています。
　　 
⑧はやいそくどで、さかみちを行く。
年　　　組　　　　番　名前

教材２ ―（　）　　漢字の書き
○　三年生で習った漢字の書きをふく習しましょう。
　　次の文の中の　　　　を引いたひらがなを漢字で書きましょう。
①ゆびをあたためる。
　

②みやこへたびに出ました。
　　　　　
③ケーキをひとしく切り分ける。
　

④ペットがしぬ。

　　　　　　

⑤楽あればくあり。

　　　 　　　　　　　　　　　　

⑥おゆを入れておんどを上げました。
　　

　　　
⑦わたしのすんでいる町からロケットをうち上げました。
　
⑧「しゅっぱつ、しんこう。」
年　　　組　　　　番　名前

教材２ ―（　）　　漢字の書き
○　三年生で習った漢字の書きをふく習しましょう。
　　次の文の中の　　　　を引いたひらがなを漢字で書きましょう。
①おもいたまをなげる。

　　
②なみにむかって走りました。
　
③じかいの大会のもうしこみの数は、ごばいをこえています。
　　　
④火のきえたすみに、水をそそぐ。
　
⑤ふかいかなしみにもまけない。
　
⑥よてい通り、たいへいようのしまにつきました。
　　

⑦くすりをやっきょくで買いました。
　
⑧やきゅうチームでとうきゅうのしかたをならいました。
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